
IBM社のリレーショナル・データベー ス  

DB2におけるⅩMLデータの実装方法  

菅原 香代子  

IBM社のりレーショナル・データベースであるDB2UDB（UniversalDatabase）の現時点での最新バージョンで  

あるV8．2におけるXMLデータの実装方法について解説する．DB2ではXMLデータをとりあつかうためにXML  

Extenderというフィーチャを無料で提供している．XML Extenderを使ってⅩMLデータとRDB表をマッピングす  

る二つの方法，ⅩMLCOLUMNとXMLCOLLECTIONについてその特徴を解説する．  
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重要になりつつある．SOAというのは，ビジネス・  

プロセスをサービスという要素にわけ，そのサービス  

群をビジネス要件の変更にあわせて柔軟にダイナミッ  

クに組み合わせて，システムをすばやく構築するとい  

う考え方であるが，そのようなプロセス統合，アプリ  

ケーション統合を考えるときに忘れがちではあるが，  

システム間にまたがるデータをどのように処理／管理  

するのかということが重要である．また，そのような  

データの重複やどちらが最新であるかというようなこ  

と，つまりメタデータまたはメタメタデータの（デー  

タ自身のビジネスおよびIT的な意味）管理も今脚光  

を浴びつつあるといえる．当然そのようなメタデータ  

管理はⅩMLで，と考えるのが自然である．   

XMLデータはもともとトランザクション・データ  

というよりは，ドキュメントという性質から出発した  

という経緯があり，そのようなコンテンツ管理業務向  

けに，IBM社はContents Managerという製品を市  

販している．また，ⅩMLデータを含むいろいろなデ  

ータ・フォーマットの情報統合という点から，WebS－  

phereInformationIntegratorという製品も提供して  

いるが，本論文では紙面の都合上，トランザクショ  

ン・データとしてのⅩMLデータの処理方法を考える  

という点からリレーショナル・データベース製品であ  

るDB2でのⅩML実装機能を解説する．  

2．DB2での×MLデータの取り扱い  

2．1 DB2とは？   

DB2は，IBM社が1982年にIBM社のメインフレ  

ーム上で動くリレーショナル・データベース管理製品  

として発表したのがその始まりである．その後1993  
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1．はじめに  

ⅩMLデータは2000年前後に新しい技術として非  

常に脚光を浴びたことがある．ただし，ある意味では  

その当時はまだ学問的な興味が半分という感じであっ  

た．またその当時すでにⅩMLデータのツリー構造を  

保管するデータベースとしてⅩML専用データベース  

製品も数社から市販されていたが，やはりまだまだ一  

般のユーザは試験的に使ってみるというのが大多数で  

あったように思う．しかし，筆者自身最近になって，  

ようやくⅩMLデータが本番業務に実際に使用されつ  

つあるのではないかと感じている．実際昨年来多くの  

お客様からⅩMLデータベースについての問い合わせ  

が増えているのが事実である．例えば，ⅩMLデータ  

を使った業務として，新聞業界におけるNewsML，  

医薬業界におけるMedXML，旅行業界における  

TravelXML，金融分野におけるⅩBRLなど，XML  

データを使ったシステム構築がいよいよ始動しつつあ  

るようである．MXLデータを扱うシステムを構築す  

る際に，キーとなるファクタは多々あるが，やはりそ  

の中でも特に重要なのがデータストアの要素であると  

いうことに異論を唱える技術者はいないだろう．そこ  

で，ⅩMLデータをどのようにデータベースに保管お  

よび効率よく取り出すかという技術の重要性がますま  

す増しているように思われる．   

また最近はⅩMLデpタはSOA（Service Ori－  

ented Architecture）という面でも非常にその存在が  

すがはら かよこ  
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年に，UNIX／Windowsのオープン・プラットフォー  

ム上でも稼動する製品も発表され，同様にOS／400上  

で稼動するDB2／400とあわせて，DB2ファミ1）製  

品として現在にいたっている．現在の最新バージョン  

はV8であるが，本論文ではその製品群の中でも，  

UNIX／Linux／Windows上で動くDB2の機能を解説  

する．DB2はいうまでもなく，リレーショナル・デ  

ータベースであるため，すべてのデータを表形式で表  

現する．そのデータ値としてDB2がサポートしてい  

るデータ型は，文字型のCHAR，VARCHAR，  

Graphic，数値型のINTEGER，BIGINT，FLOAT，  

DBCIMAL，日付け型のDATE，TIME，TIMES－  

TAMP，その他に，マルチメディア・データや大き  

なテキストなどを保管するためのBLOB，CLOB，  

DECLOB等がある．残念ながら現時点ではDB2は  

ⅩMLのツリー構造をそのままの形で保管する，いわ  

ゆるⅩMLネイティブ・データ型というものは提供し  

ていない．その代わり，ⅩMLデータとリレーショナ  

ル表の間の橋渡しをする機能を提供している．それが  

ⅩMLExtenderと呼ばれるフィーチャである．   

2．2 XML Extender   

XML Extenderは，図1のようにユーザ定義デー  

タ型（UDT）とユーザ定義関数（UDF）とストアー  

ドプロシージャから構成されている．ユーザ定義デー  

タ型というのは，DB2が提供するデータ型を元にし  

て特別な性質を持つデータ型をユーザ自身が作成でき  

るというものである．そこでその様能を使ってⅩML  

ExtenderではCLOB型をもとにしたⅩMLCLOB，  

VARCHAR型を元にしたⅩMLFile，ⅩMLVarchar  

を提供してこのデータ型にⅩMLドキュメントを保管  

できるようにしている1．また，ユーザ定義関数とい  

うのは，DB2が製品として提供しているSQL関数  

に付け加えてユーザが独自にプログラムを作成して，  

独自の関数を作ることができる機能であるが，ⅩML  

エクステンダではⅩPathを使うようなⅩMLデpタ  

特有の処理を行うために，保管／検索／更新／変換／検証  

のための特殊な関数を提供している．   

その他にⅩMLドキュメントをELEMENT／  

ATTRIBUTEの単位の要素に分解して，RDB表の  

複数の列に保管するためのストアードプロシージャも  

提供している．その反対にRDB表の複数の列から  

図1ⅩMLExtenderのアーキテクチャ  

∂XMLC0lumn  

∂XMLC01lection  

Collさ＝tbn  

図2 ⅩMLExtenderの二つのアクセスとストレージ方法  

ⅩMLドキュメントを構築するストアードプロシージ  

ャも提供している．この際のRDB表の列は特別な  

UDTではなくて，DB2が提供しているCHAR型や  

INT型のような標準型である．このようにⅩMLド  

キュメントをRDB表に列に分解／構築するような方  

式を一般にShredding方式と呼ぶ．XMLExtender  

では，ユーザはⅩMLのツリp構造とRDB表をマッ  

ピングするためにDAD（DataAccessDefinition）と  

呼ばれるⅩMLファイルをあらかじめ用意しておく必  

要がある．DADについては後で詳しく解説する．   

さて，実際のⅩMLデータの格納方法であるが，  

XML Extenderでは，ⅩMLデータをRDB表のデー  

タ・ストレージに保管するためにⅩML COLUMN  

とⅩML COLLECTIONと呼ばれる図2のような二  

つのアクセス／ストレージ方法がある．次にその二つ  

の使用方法，目的，およびそれらの違いについて詳し  

く述べることにする．  

1CLOB型とはバイナリ・データを保管するBLOB型に  

テキストを保管するためのコード・ページの情報を持つデ  

ータ型のことである．  
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よく使用されるELEMENT／ATTRIBUTEをサイ  

ド表に作成しておくことがパフォーマンスの観点から  

必要なので，いろいろなⅩPATHを指定して，随意  

にデータの検索を行ったり，またⅩMLドキュメント  

を部分的に更新したりという場合には向いていないと  

いえる．しかしながら，DB2で提供するNetSearch  

Extenderというフイ，チャと組み合わせて使うこと  

により，より高度な全文検索（Nグラム検索のよう  

な）をすることも可能である．   

3．2 XMLCOLLECT［ONの実装方法   

ⅩML COLUMNがⅩMLドキュメントをⅩML形  

式のまま，RDB表の一つの列に保管／取り出しを行う  

のに対して，ⅩMLCOLLECTIONはⅩMLドキュメ  

3．XML Extenderの二つの方法  

3．1XMLCOLUMNの実装方法   

ⅩML COLUMNとは，ⅩMLドキュメントを丸ご  

と，RDB表の一つの列に保管して，またそこから  

ⅩMLExtenderが提供するSQL関数を使って取り出  

す機能のことである．その時保管するために使われる  

デー タ型は前述したXMLCLOB，ⅩMLFile，  

XMLVarcharである．いったんRDB表に保管され  

た後は，eXtraCtInteger（）やextractVarchar（）など  

のUDFを使って条件式でXPATHにより，指定し  

たELEMENTやATTRIBUTEの値を簡単に取り  

出すことができる．またⅩSLTransformTofi1e（）関  

数を使って指定したスタイルシートでⅩMLドキュメ  

ントを変換したりということも可能である．ただし，  

この方式では，そのまま何も工夫しないでRDB表の  

列に保管するのであれば，後にXPATHで任意の  

ATTRIBUTE／ELLEMENTを条件とした検索では，  

高いパフォーマンスが期待できない．そこでⅩML  

Extenderでは図3のDADと呼ばれるⅩMLファイ  

ルで，あらかじめ後の検索で高いパフォーマンスが要  

求されると予想されるELEMENT／ATTRIBUTE  

を指定することにより，サイド表と呼ばれる一種の  

INDEXを自動的に作成することができる（図3，図  

4）．これによって，ⅩMLドキュメントの検索や更新  

で高いパフォーマンスを保障している．   

XML COLUMN方式は，ⅩMLドキュメントをそ  

のままの形で保管したい場合に適している．XML列  

にドキュメントを保管した後，これをⅩPATHによ  

る条件で取り出すことがSQL文で簡単にできるとい  

う利点があるが，ただし，あらかじめ検索の条件式で  

く？xmlversion＝′′1．0′′？〉  
く！DOCTYPE DAD SYSTEN”c：‡dxx￥sarnplesIdtd‡dad．dtd′′〉  
くDAD〉  

くdtdid〉c：￥dxx￥saq）les‡dtdIgetstart．dtdく／dtdid〉  
くvalidation〉YESく／validation〉〈Xcolumn〉   

〈Xcolumm〉   

くtable name＝’’order＿SideTtab”〉  

くcolしⅣln8me＝′′ordeしkey′′  

type＝”integer  

P8th＝′′／Order／飢ey”  

仙ItしOCCurrenCe＝”NO′′／〉  

くcoIunYlnarne＝”custoner  

type＝′′v8rChar（50）′′  

Path＝”／Order／Custmler／Nanle′′  

mltしoccurrenc8＝′′NO”／〉   

〈／table〉   

くtable name＝”parしSide＿tab′′〉  

くcolumn name＝P「ice  

type＝′′decimal（10．2）”  
path＝”／Order／Part／ExtendedPrice  
nNlti＿OCCUrrenCe＝”YES”／〉   

く／taいe〉   

くtable name＝′′ship＿Side＿tab”〉  

くcoluTTn nane＝′′date′′  

type＝”DATE”  

Path：”／Order／Part／Shipment／ShipDate”  

multi＿OCCUrrenCe＝”YES′′／〉   

く／table〉   

く／XGOILmn〉  

く／DAD〉   

図3 ⅩMLCOLUMNのDADの例  

S山●■＿tlb  

図4 ⅩMLCOLUM－サイド表  
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く？xmlversion＝■■1．0●’？＞  
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くDAD＞  

くValjdation＞NOく／Validation＞  

くXco他dion＞  

＜SQL stmt＞＄el●Ctb00k＿ld，Pr［ce＿date，Prlce＿teXt  
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図6 XMLCOLLECTIONrSQLNodeMappingのDADの例  
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図7 ⅩMLCOLLECTION－RDBNodeMappingのDADの例  
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図8 WebSphereStudioApplicationDeveloper  

なければならない点である．また，これはリレーショ  

ナル・データベースの特徴であるが，RDB表では重  

複した値を許さないとし－う正規化という基本概念があ  

る．これにより，一つのⅩMLドキュメントに同じ  

ELEMENTが繰り返しあらわれるマルチオカレンス  

の場合，RDB表にマッピングするためには，複数の  

表間の参照整合性などを考慮する必要があるし，可逆  

性という問題も，少々複雑であるといえる．また  

XMLスキーマが変更になった場合，表の再設計が必  

要になる場合も考慮しなければならない．   

3．3 DAD表の作成   

前述のDADはText Editorなどを使って作成する  

と複雑そうにみえるが，開発GUIツールであるIBM  

社のWebSphereStudioApplicationDeveloper（現  

RationalApplicationDeveloper）を使うとマウス操  

作で簡単にDADを作成できる（図8）．これを使う  

と，DB2にあまり詳しくないユーザでも，DB2の表  

からXML ELEMENT／ATTRIBUTEへマッピング  

するDADファイルが簡単に作成できる．   

3．4 DTDとXML Schema   

XML ExtenderにはⅩML文書の妥当性検査を行  

うためのリボジトリを提供している．それにあらかじ  

めDTD／ⅩML Schemaを登録しておくことにより  

ⅩMLドキュメントの保管／取り出しの際に自動的に  

妥当性検査を行うことが可能となる．  

4．SQL／XML  

SQL／XMLはISO国際標準ISO／IECで，IBMを  

含めたSQLXInformalGroupofCompaniesで開発  
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ントをELEMENT／ATTRIBUTEごとにばらばら  

にして，一つ以上の表の複数の列に保管する方法であ  

る．または反対にすでに存在しているRDB表の複数  

の列からⅩMLドキュメントを構成するということも  

できる．XML COLUMNと違って，RDB表には特  

別なUDTを必要としない．このⅩMLドキュメント  

の分解／構築はⅩML Extenderが提供するストアー  

ド・プロシージャを使って行われる．その際にELE－  

MENT／ATTRIBUTEと表，列とのマッピングの定  

義を行うのが今度もDADである．ただし，前述の  

ⅩMLCOLUMNのDADとは少々構文が違っている．  

図5はRDB表の列からⅩMLドキュメントを構築す  

る例である．   

XML COLLECTIONのDADには実は2種類ある．  

SQLステートメントでⅩMLのフォーマットを定義  

する方法（SQLNodeMapping）と，直接RDB表の  

列とⅩMLのELEMENT／ATTRIBUTEを対応づ  

けてマップする方法（RDBNodeMapping）である．  

二つの例を次に示す（図6，図7）．   

XML COLLECTIONはすでにRDB表が存在し，  

そのデータからⅩMLドキュメントをDTD／ⅩML  

Schemaに基づいて作成したい場合や，XMLドキュ  

メントの中の一部分が頻繁に更新され，そのパフォー  

マンスが重要である場合に適している．つまり，この  

方式では，データはRDB表に保管されるので，いつ  

の時点でも任意の列に自由に索引を作成することが可  

能であるし，更新／削除といった処理が早いという利  

点がある．ただし，ⅩMLドキュメントの分解および  

再構築の際のパフォーマンスのオーバヘッドは考慮し  
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ⅩML化することができる．   

また，図10のⅩMLELEMNT（）関数を使うことに  

よりタグを生成することも可能である．  

5．まとめ  

DB2では本論文で説明してきたように，ⅩMLデ  

ータをRDB表のデータにマッピングして高速に保  

管／取り出しをするためにⅩMLExtenderという非常  

に魅力的な機能を提供している．このⅩML Exten＿  

derを使用することにより，ほとんどのⅩMLアプリ  

ケーションの要求は満たせるはずである．ただし，  

ⅩMLのツリー構造を100％利用できているかという  

観点ではまだまだ満点でないのも事実である．そこで，  

DB2の更なるⅩML機能拡張はこれからも続いてい  

く子定である．将来的には，リレーショナル・データ  

ベースとⅩMLのさらなる融合も見据えている．その  

段階では，既存のSQLアプリケーション開発者も，  

新しいⅩMLアプリケーション開発者もなんら意識す  

ることなく自由に簡単に高速にデータのやりとりを行  

うことができるだろう．そのような“進化”した  

DB2を早く使ってみたいと，筆者もDB2を愛する  

エンジニアの一人として切に望むものである．  

（実行例）  

SAMPLEデータベース  

のDEPARTMENT喪を  
XML化して返す  

SQL文  
SELECTREC2XML（1．0，lCOLA－T－TVAL’：rowl’，deptno，mgmO，admrdept）  

FROMdepartmentWHEREdeptno＝’DOll  

印（1行分＝★■の♯井には改行はありません）  

くrOW＞   

くCO山mnname＝■■DEPTNO■■＞DOlく／00山mn＞   

＜COlumnname＝”MGRNOltnu”＝’’true●r／＞   

＜COJumnname＝．．ADMRDEPT”＞AOO＜／COlumn＞  
く／row＞  

図9 REC2ⅩML（）関数  

◆使用例   
SELECTXML2CLOB（  

XMLELEM．巨NI（NAME”FULLNAME■■，   ‘ 

eII・．11lmidinitHl．111］astname））fromemp10ye  

◆実行結果（この1行が結果セットの1行分となる）   

＜FULLNAME＞CHRISTINE．I．HAAS＜／FULLNAME＞   

＜FULLNAME＞MICHAELL．THOMPSON＜／FULLNAME＞   

＜FULLNAME＞SALLY．A．KWAN＜／FULLNAME＞  

図10 ⅩMLELEMENT（）関数  

されたⅩMLドキュメント作成・変換のためのUDF  

群のことである．XML Extender以外にも，DB2で  

は，これらの関数を提供している．例えば図9の  

REC2ⅩML（）関数を使うとRDB表に保管されてい  

るデータを通常のSQLステートメントで簡単に  
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